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1. 目的

筆者は, ダンスを専門としない一般学生に提供

するダンス授業のあ り方を模索し, 創作 ダンスの

教育的意義の一つに創造性の陶冶があることを見

出した1。 また, エアロビックダンスの体験 と比

較すると, 創作 ダンスの体験後は, 思考の速 さ得

点や思考の独 自さ得点の向上が著 しかった2。この

結果から独創的思考能力 とダンス創作能力の関係

に着目し, 「一般学生がグループでダンスを創作す

る際に, 独創的思考能力得点平均値が高いグルー

プは, 表現する動 きや並び方の独創性が高いので

はないか」 とい う仮説をたて, 次の二つの結論を

見出すことがで きた3。

第一に, 独創 的思考能力得点平均値が高いグ
   

ループは独創的な並び方を表現する能力が高いが, 
  

独創的な動きを表現する能力が高いとは限らない、

第二に, 独創的思考能力得点平均値が低いグルー

プも印象に残る表現をする。

本研究の目的は, この二つの結論-を検証するこ

とにある。

2. 方法

(1)実 施対象 と時期

対象は健康 ・運動科学実習を受講する女子大学

1年 生67名 で, 創作ダンス実施期間は2000年9月
～10月 である。

(2)実 施内容

週1回90分 の授業 を4回 行 った。1回 目はグ

ループ分けと創作活動, 2回 目は創作活動, 3回

目は創作活動 と発表, 4回 目に発表撮影 ビデオの

鑑賞 と創造性検査 を行 った。

創造性検査は, 東京心理発行のS-A創 造性検

査A版 を使用 した。

(3)分 析方法

各グループの表現 した並び方 と動 きの得点化は, 

S-A創 造性検査の四つの思考特性の評価点算出

法を参考にし, 論者が考案 した。

動 きと並び方の得点 と創造性得点の関係を示す

情報 を圧縮する試みを行 うため, 主成分分析 を

行った。データは16評価項目×8グ ループとなり, 

相関行列, 共通性算出後, 固有値1以 上の4成 分

を抽出 し, 成分行列を算出 した。また, 主成分得

点の計算は回帰法を使用 した。統計ソフトはSP

SSを 使用した。

3. 結果と考察

固有値1以 上の4主 成分の負荷量の内, ±0. 68

以上の項 目から, 第一主成分 を 「創造性」, 第: : : 二

主成分を 「動 きの数 ・深さ ・広 さ一並び方の広 さ

と数」, 第三主成分を 「並び方の深さ一動 きの独

自さ」, 第四主成分を 「並び方の独自さ」 と命名

した。思考の独 自さ得点の高いグループは他の創

造性の項目においても高得点を示 したため, 独創

性は独立した軸ではな く, 創造性の軸として抽出

された。

図1は 第一, 二主成分を軸 とした各グループの

主成分得点散布図である。

図1の 上方に分布する創造性高得点グループの

内, 5, 7番 は第三主成分の動 きの独自さ軸におい

て, 3, 6, 7番 は第四主成分の並び方の独 自さ軸

において高得点を示 した。 しか しながら, 創造性

低得点の4, 8番 目も動 きの独 自さ軸や並び方の

独 自さ軸において高得点を示した。 したがって, 

結論の第一は本研究では次のように訂正される。

創造性得点平均値が高いグループは独創的な動

きや並び方を表現する能力が高いが, 創造性得点

平均値が低 くとも独創的な動 きや並び方を表現す

ることがある。

また, 図1の 丸数字のグループは, 筆者の評価

や学生のアンケー トで好印象だったが, 創造性低

得点の1, 8番 が含まれた。 したがって, 結論の

第二は本研究でも採択される。
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図1主 成 分得 点 散 布 図

縦軸=第1主成分
横軸=第2主成分
丸数字は高評価グループ
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